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東海圷（田エリア）座談会（２回目まとめ） 

１ 実施日時 
令和６年１月２３日（火） １８：００～２０：００ 

 

２ 参加者 
東海圷土地改良区及び美原・東下水利組合関係者，多面的機能推進委員会関係

者，転作実践委員会関係者，エリアの農業者及び中心的担い手，東海村農業委

員，農地利用最適化推進委員，ＪＡ職員，東海村職員（事務局） 

アドバイザー：農研機構 唐崎卓也氏 
計５０名 

 

【座談会の様子】 

 

 

 



2 

 

３ 内容 

（１）情報提供 
  以下の項目について，資料を用いて情報提供を行った。  
 ①基盤整備について            ②中間管理機構・ｅＭＡＦＦナビについて 

   

 
 

③水田の活用について                ④担い手への支援について

  
 

⑤有機農業・スマート農業について 
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 ⑥農研機構からの情報提供 
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 （２）１回目の座談会の意見を受けた地域計画（案）について 
   地域計画（案）についてグループごとに意見交換を行った。 
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    ※地図は現状図 
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＜地域計画（案），目標地図（案）に対する参加者の意見＞ 
地域計画（案）について 
（話し合いからの意見） 

・集約集積について，担い手に集約したのち区画は大きい方が良い。 

・集約は担い手の拠点を中心としたい。 

・ぬかっていたり，水がこない圃場などは，米ではない別の作物を育てることも検討

していく。 

・基盤整備を進めていくために，まずは協議会の立ち上げをする必要がある。 

・若手の耕作者が情報共有を行えるような環境づくりが必要。 

・東海圷内の認定農業者を中心に進めていくのと合わせ，新しい農業者の発掘が必

要。 

・基盤整備が必要だが，境界の復元はなかなか難しいため，座標等で貸し借り，場所

の把握ができる仕組みづくりが必要。 

 ・担い手に集約していくのが必要だが，農地を守っていくためには，スマート農業，

ＡＩの技術の取り込みが必要になる。 

 ・何を作っていくとしても将来が見えない。 

 ・もう少し小さいエリア，転作実勢委員会などを中心に話し合いをしていかなければ

ならない。無関心の方たちにどう関心を持ってもらうかを考えていく。 

 ・現在，米しか作れないという状況の中で，集積集約をどう進めていくか考えていか

なければならない。 

 （アンケートからの意見） 

・現状把握をして対応すべき。 

・農地基盤，湿田に行政から出る土を投入するなどの行政の支援が必要。 

・若い方が農業に従事する方策を考え実行しないと，このままでは尻つぼみになって

しまう。支援策の充実が必要。 

 ・地域での話し合いを村がリードすることが必要。 

 ・３０haの規模の農家を育てる魅力ある収入，農業をモデルとして示すことが新規就

農者の参入，育成に役立つと思う。 

・状況が分からない中で地図化は難しい。 

・各地権者を集めた説明会が先ではないか。地権者の意向が分からない。 

・今回の出席者のみでは勝手なことは言えない。 

 ・土地の集約に関しても，その他のあらゆる実践的な事案はリーダーが対処する。指

示役が大事。 

・集積率の目標値 66％を達成するため，今後具体策を出していく必要があると思う。 

 ・東海村が実現可能な他地区の成功例の紹介が必要。 

・農研機構の話を聞いて地域活性化としての１つと考えても良いかもしれない。 

・ミーティングテーマが「土地集約して誰かにやらせるには？」ということなのがと

ても気になる。結論ありきで誘導のための座談会と感じてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 


